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令和７年度（2025年度） 社会福祉法人 慈愛会 事業報告書 

 
１ 入所定員（現員）、利用者（児）、職員の状況               （令和8年3月31日現在） 

区 分 

施 設 名 
定 員 現 員 

利用者 

延人員 

利用人員数 職員数 

入園者 退園者 常勤 非常勤 

清心慈愛園 32 18 7,380 11 14 37 3 

小規模児童養護施設 歩夢ホーム 6 5 2,189 0 1 4 1 

小規模児童養護施設 あおば ひより 12 12 4,380 0 0 12 1 

医療福祉センター聖ヨゼフ園 120 111 40,759 2 4 180 37 

相談支援センター聖ヨゼフ園 相談受付件数  388 件 2 0 

保育所等訪問支援事業所等聖ヨゼフ園 訪問回数  7 回 1 0 

児童発達支援・放課後等デイ フレフレ 7 7 1,163 ― ― 6 0 

清心乳児園 

（ ）は一時保護専用棟別掲 

20 

（4） 

16 

（1） 

6,752 

（1,099） 

9 

（24） 

7 

（29） 

41 

（3） 

9 

 

里親支援センター OHANA 里親登録者数  118 件 8 0 

母子支援機関Link 
2 0 254 ― ― 3 2 

相談受付件数  367 件   

特別養護老人ホーム富の里 50 47 16,500 25 20 26 16 

富の里 短期入所サービスセンター 10 ― 2,556 ― ― 3 1 

富の里 デイサービスセンター 

介護保険法に基づく第一号事業 

(生きがいデイ教室富の里デイサービスセンター) 

35 ― 7,366 ― ― 7 7 

グループホーム 富の里 18 17 6,037 7 4 10 8 

生活支援ハウス 富の里 10 7 2,214 １ １ 1 1 

糸島市前原西地域包括支援センター 相談受付件数5,778件 訪問件数1,069件 9 1 

富の里 ケアプランセンター 介護給付1,132 件 予防給付117件 4 0 

富の里ヘルパーステーション 訪問回数5,889回 4 6 

篠原の里 50 48 16,475 11 6 7 7 

 しのはらの里デイサービスセンター 30 ― 6,781 ― ― 5 7 

デイサービス源藤の里こころ 30 ― 4,928 ― ― 5 7 

小規模多機能ホーム源藤の里こころ 25 22 7,413 ― ― 8 4 

合 計 461 311 134,246 90 86 386 118 

 

2 理事会・評議員会・監事監査等の招集及び開催 

R7.5.23 

 

6.2 

 

6.10 

 

 

 

 

 

会計監査人とのコミュニケーション（招集通知発出日：R7年5月8日）【集合会議】 

 

監事監査（招集通知発出日：R7年5月8日） 【集合会議】 

 

令和7年度 第1回理事会（招集通知発出日：R7年6月3日） 【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和6年度慈愛会事業報告（案）の件 

第２号議案 令和6年度収支決算（案）の件 

      「令和6年度会計監査報告及び監事監査報告」 

第３号議案 定款変更の件 
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6.26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.26 

 

 

 

 

 

 

 

12.16 

 

 

 

 

 

 

R8.1.6 

 

 

 

 

 

2.12 

 

 

 

 

第４号議案 任期満了等に伴う評議員選任・解任委員の選任 

第５号議案 任期満了に伴う評議員候補者の推薦の件 

第６号議案 任期満了に伴う理事・監事候補者の推薦の件 

第７号議案 定時評議員会の招集等の件 

第８号議案 令和7年度会計監査人の選任及び報酬等の額の件 

第９号議案 令和7年度賃金運用計画の件 

＜報告事項＞ 

報告事項１ 令和6年度社会福祉施設及び老人福祉施設指導監査等結果の報告 

報告事項２ 理事長及び常務理事の職務の執行状況（R7年３月～5月）の報告 

報告事項３ 令和6年度社会福祉充実残額の算定結果の報告 

 

令和7年度 定時評議員会（招集通知発出日：R7年6月11日） 【集合会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和6年度収支決算（案）の件 

      「令和6年度会計監査報告及び監事監査報告」 

第２号議案 定款変更の件 

第３号議案 任期満了に伴う役員（理事・監事）の選定の件 

＜報告事項＞ 

報告事項１ 令和6年度慈愛会事業報告 

報告事項２ 次期評議員の選任結果の報告 

報告事項３ 令和6年度社会福祉充実残額の算定結果の報告 

報告事項４ 令和7年度会計監査人の再任の報告 

 

令和7年度 第2回理事会（招集通知発出日：R7年6月11日） 【集合会議】 

＜報告事項＞ 

報告事項１ 任期満了に伴う理事・監事の選任結果の報告 

＜決議事項＞ 

第１号議案 理事長の選定の件 

第２号議案 常務理事（業務執行理事）の選定の件 

第３号議案 里親支援センターOHANAの所在地変更の件 

 

令和7年度 第3回理事会（招集通知発出日：R7年12月2日） 【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和8年度次世代育成支援対策施設整備計画（清心慈愛園・清心乳児園 

及び管理棟建設）の件 

第２号議案 令和7年度収支補正予算（案）の件 

第３号議案 諸規程の一部改正の件 

 

令和7年度 第1回臨時評議員会（招集通知発出日：R7年12月22日）【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和8年度次世代育成支援対策施設整備計画（清心慈愛園・清心乳児園 

及び管理棟建設）の件 

第２号議案 令和7年度第一次収支補正予算（案）の件 

 

令和7年度 第4回理事会（招集通知発出日：R8年2月3日） 【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和8年度次世代育成支援対策施設整備計画（清心慈愛園・清心乳児園 

・管理棟建設）進捗状況及び資金計画（福祉医療機構福祉貸付事業借入） 

の承認の件 
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2.20 

 

 

 

 

 

3.17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.27 

 

 

 

 

 

 

令和7年度 第2回臨時評議員会（招集通知発出日：R8年2月12日）【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和8年度次世代育成支援対策施設整備計画（清心慈愛園・清心乳児園 

・管理棟建設）進捗状況及び資金計画（福祉医療機構福祉貸付事業借入） 

の件 

 

令和7年度 第5回理事会（招集通知発出日：R8年3月4日） 【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和7年度収支補正予算（案）の件 

第２号議案 令和8年度事業計画（案）の件 

第３号議案 令和8年度収支予算（案）の件 

第４号議案 令和7年度第3回臨時評議員会の招集の件 

第５号議案 諸規定等の一部改正の件 

第６号議案 社会福祉法人役員等賠償責任保険の契約（更新）の件 

＜報告事項＞ 

報告事項１ 篠原の里給食業務委託の報告 

報告事項２ 理事長及び常務理事の職務の執行状況（R7年6月～R8年2月）の報告 

 

令和7年度 第3回臨時評議員会（招集通知発出日：R8年3月17日）【Zoom会議】 

＜決議事項＞ 

第１号議案 令和7年度収支補正予算（案）の件 

第２号議案 令和8年度事業計画（案）の件 

第３号議案 令和8年度収支予算（案）の件 

＜報告事項＞ 

報告事項１ 社会福祉法人役員等賠償責任保険契約（更新）の報告 

 

 

３ 定款等に関する事項（登記・認可・変更等） 

 R7.3.31 

 

 

 

6.27 

 

7.7 

 

8.4 

 

 

定款変更認可申請（福岡県知事） 

変更内容：社会福祉法改正による第二種社会福祉事業（目的）の追加及び条文整理 

（認可年月日：令和7年3月31日「6こ福第1627号」） 

 

資産総額の変更登記 令和7年3月31日変更 資産の総額3,754,875,403円 

 

理事長の変更登記（平田牧男） 

 

定款変更認可申請（福岡県知事） 

変更内容：所在地の訂正及び条文整理 

（認可年月日：令和7年9月11日「7こ福第823号」） 

 

 

４．会計監査人の業務執行状況 

R7.4.1 

 

R7.5.22、23 

 

R7.5.23 

 

残高確認状発送手続・実査 【集合会議】 

 

期末監査（期末実証手続） 【集合会議】 

 

監事意見監査 【集合会議】 
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R7.6.10 

 

R7.6.26 

 

R7.12.25～26 

第１回理事会 （令和6年度会計監査報告） 【Zoom会議】 

 

定時評議員会 （令和6年度会計監査報告） 【集合会議】 

 

期中監査（内部統制の検証・期中取引の実施手続） 【集合会議】 

 

 

５ 事業運営の透明性に関する事項 

 （１）社会福祉法人の現況報告書等の届出・公表等（情報公開） 

R7.6.16 

 

 

 

 

R7.6.16 

 

 

 

R7.6.16 

 

 

 

R7.6.17 

 

 

R7.7.2 

 

R7.7.2 

 

所轄庁への届出 

  社会福祉法第59条及び社会福祉法施行規則第9条等の規定に基づき、社会福祉法人の現況報告書等については、 

 「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システムの財務諸表等の入力シート」及び電子ファイル（附属明細書等）を 

 北筑後保健福祉環境事務所へ届出（送信） 

 

全国社会福祉法人経営者協議会「法人情報公開ホームページ」の更新 

  更新内容（現況報告書、財務情報、法人監事監査、所轄庁による法人指導監査、公認会計士等による外部監査、 

 事業計画・報告書等） 

 

慈愛会のホームページで公表 

  定款、現況報告書、財産目録、貸借対照表、事業活動計算書、資金収支計算書、事業報告書、事業計画書、監事 

監査報告書、外部監査報告書、社会福祉施設指導監査結果、役員等報酬規程、役員等名簿 

 

福岡県へ報告（県福祉総務課監査指導係） 

社会福祉法人指導監査実施要綱に基づく社会福祉法人に対する一般監査周期の延長及び指導監査事項の省略について 

 

令和6年度事業報告書の提出 [独立行政法人福祉医療機構へ提出（電子申請）] 

 

公益法人等の損益計算書等の提出 [久留米税務署へ提出] 

 

 

６ 意見要望等（苦情解決等）による第三者委員会の開催 

R7.8.26 

 

 

R8.2.17 

第43回 意見要望等受付結果報告（期間：R7.1.1～R7.6.30） 

意見要望等の受付件数は0件のため、書面での報告のみ 

 

第44回 意見要望等受付結果報告（期間：R7.7.1～R7.12.31） 【Zoom会議】 

 １．第三者委員  下川 雅文（障がい者支援施設 ウェルフェアマリア 施設長） 

          西原 尚之（一般社団法人 ファミリーワーク相談室ニシハラ 代表） 

 ２．法人職員   法人 理事 長 平田 牧男 

法人常務理事 平田 直之 

          法人事務局長 平田 良一（聖ヨゼフ園 副園長） 

法人事務局部長 家永 貴久 

法人事務局課長 平田  渉 
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 ３．意見要望等解決責任者 

  （１）平田 ルリ子（清心乳児園 園長）   （２）平田 浩（清心慈愛園 園長） 

  （３）時村 俊幸（聖ヨゼフ園 園長）   （４）平田 正直（富の里 園長） 

（５）田中 英樹（篠原の里 園長） 

 ４．意見・要望等の受付書担当者等（受付書説明者） 

  （１）中島 洋俊（清心慈愛園 部長） 

 ５．受付件数 1件  清心慈愛園1件 

 

 

７ 園長会・運営委員会・各部会事業報告 

 （１）園長会 

   ア 令和7年4月22日（火） （第278回） 【Zoom会議】 

    （ア）人材確保対策について 

    （イ）働き方改革対応について 

    （ウ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （エ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（オ）将来構想について 

（カ）その他 

  ① 令和7年度経営方針の対応について 

  ② 諸規程の改正について 

  ③ ペアレントトレーニング（聖ヨゼフ園発達外来・法人心理士会）について 

  ④ 全国社会福祉協議会研修生について 

  ⑤ ふくし未来塾の参加者について 

  ⑥ 全国社会福祉法人経営青年会の参加者について 

  ⑦ ハラスメントへの対応について  ⑧ 施設見学 

    （キ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告   ② 法人内キャリアパス対応研修 

③ 令和7年度 法人組織図   ④ 一般事業主行動計画について 

   イ 令和7年5月20日（木） （第279回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（カ）将来構想について 

（キ）令和7年度経営方針について 

（ク）人事考課・賞与について 

    （ケ）その他 

      ➀ 諸規程の改正について   ② 内部監査について 

③ 法人内キャリアパス対応研修体系について 

④ 令和7年度経営方針の対応について 

⑤ ハラスメントへの対応について 

⑥ 法人全体研修会について（日程調整） 

（コ）報告事項 

  ① 法人運営委員会報告（法人組織図を含む） 

  ② 施設見学について   ③ 日本福祉大学提携社会福祉法人について 
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   ウ 令和7年6月30日（月） （第280回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（カ）将来構想について 

（キ）令和7年度経営方針について 

（ク）人事考課について 

（ケ）その他 

      ➀ 諸規程の改正について   ② 法人全体会について 

③ 法人全体研修会について   ④ ハラスメントへの対応について 

⑤ Costco食品の提供について 

    （コ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について   ② 施設見学について 

      ③ 全国社会福祉協議会出向研修について 

      ④ 法人内キャリアパス対応研修体系について 

   エ 令和7年７月29日（火） （第281回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（カ）将来構想について 

（キ）令和7年度経営方針について 

（ク）定期昇給について 

    （ケ）その他 

      ① 諸規程の改正について   ② 法人全体研修会について 

      ③ ハラスメントへの対応について   ④ Costco食品の提供について 

      ⑤ 第三者委員会について   ⑥ ふくおかライフレスキュー事業拠出金について 

    （コ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について 

② 施設見学について 

③ 全国社会福祉協議会出向研修について 

④ 新任職員中間フォローアップ研修について 

⑤ 法人キャリアパス対応研修課程 講師養成について 

   オ 令和7年8月26日（火） （第282回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（カ）将来構想について 

（キ）令和7年度経営方針について 

    （ク）慈愛会新ビジョン策定について 

    （ケ）その他 

      ➀ 諸規程の改正について   ② ハラスメントへの対応について 

③ 第39期アジア社会福祉従事者研修生の受け入れについて 

④ 第27回法人全体研修会について 
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（コ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について 

② 全国社会福祉協議会出向研修について 

③ 新任職員中間フォローアップ研修について 

④ Costco食品の提供について 

   カ 令和7年9月29日（月） （第283回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（カ）将来構想について 

（キ）令和7年度経営方針について 

    （ク）その他 

      ➀ 諸規程の改正について   ② ハラスメントへの対応について 

③ 第27回法人全体研修会について 

      ④ 内定者交流会について   ⑤ AIについて 

（コ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について 

② 新任職員中間フォローアップ研修について 

③ 日本福祉大学提携社会福祉法人 運営協議会について 

④ 第39期アジア社会福祉従事者研修生の受け入れについて 

⑤ 法人内内部監査 及び 期中監査について 

⑥ 栄養関係功労者厚生労働大臣表彰受賞決定について 

   キ 令和7年10月28日（火） （第284回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）最低賃金について 

    （オ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （カ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

（キ）将来構想について 

（ク）令和7年度経営方針の対応について 

    （ケ）その他 

      ➀ 令和8年度経営方針の策定について 

② 諸規程の改正について   ③ 法人研修の見直しについて 

④ 第27回法人全体研修会について 

⑤ 出向研修生（社会福祉法人三活会 安河内優介氏）について 

⑥ 日本福祉大学提携社会福祉法人 実践研究発表会について 

（コ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について    

② 新任職員中間フォローアップ研修について 

③ 第39期アジア社会福祉従事者研修生の受け入れについて 

④ 施設見学の受け入れについて   ⑤ 平田正直施設長より 

   ク 令和7年11月25日（火） （第285回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）2025年上期人事考課について 
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    （オ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （カ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

    （キ）将来構想について 

（ク）令和7年度経営方針の対応について 

    （ケ）その他 

      ➀ 令和8年度経営方針の策定について 

② 諸規程の改正について   ③ 法人研修の見直しについて 

④ 第27回法人全体研修会について 

⑤ 採用内定者交流会について 

⑥ 日本福祉大学提携社会福祉法人 実践研究発表会について 

（コ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について    

② 新任職員中間フォローアップ研修について 

③ 第39期アジア社会福祉従事者研修生の受け入れについて 

④ 施設見学の受け入れについて   ⑤ 全社協相互研修生（竹内氏）について 

   ケ 令和7年12月15日（月） （第286回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）法人組織の将来に向けての課題整理について 

    （カ）将来構想について 

    （キ）令和7年度経営方針の対応について 

（ク）その他 

      ➀ 令和8年度経営方針の策定について 

② 諸規程の改正について   ③ 法人新任職員体系研修の見直しについて 

④ 第27回法人全体研修会について 

    （ケ）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について    

② 第39期アジア社会福祉従事者研修生の受け入れについて 

      ③ 全国社会福祉協議会相互研修生の受け入れについて 

④ 施設見学の受け入れについて 

⑤ 令和8年度採用内定者交流会（12/5）について 

⑥ 日本福祉大学提携社会福祉法人 実践研究発表会について 

   コ 令和8年1月29日（木） （第287回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）将来構想について 

    （カ）令和7年度経営方針の対応について 

（キ）その他 

      ➀ 令和8年度経営方針の策定について 

② 諸規程の改正について   ③ 法人新任職員体系研修の見直しについて 

④ 令和8年度法人新任職員事前研修について 

    （ク）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について    

② 第39期アジア社会福祉従事者研修生の受け入れについて 

      ③ 出向研修生の受け入れについて   ④ 施設見学の受け入れについて 
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⑤ 第27回法人全体研修会について 

⑥ 日本福祉大学提携社会福祉法人について 

⑦ 意見要望等について   ⑧給食職員の募集について 

   サ 令和8年2月17日（木） （第288回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）将来構想について 

    （カ）令和7年度経営方針の対応について 

（キ）その他 

      ➀ 令和8年度経営方針の策定について 

② 諸規程の改正について 

③ 令和8年度法人新任職員事前研修について 

④ 一般事業主行動計画について 

    （ク）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について   ② 出向研修生の受け入れについて 

      ③ 施設見学の受け入れについて 

   シ 令和8年3月12日（木） （第289回） 【Zoom会議】 

    （ア）社会保障・社会福祉をめぐる動向について 

    （イ）人材確保対策について 

    （ウ）働き方改革対応について 

    （エ）源藤の里こころの運営（支援）について 

    （オ）将来構想について 

    （カ）令和7年度経営方針の対応について 

（キ）その他 

      ➀ 令和8年度経営方針の策定について 

② 諸規程の改正について    

③ 令和8年度法人新任職員事前研修について 

④ 令和8年度法人組織図について 

⑤ 法人研修インストラクター体制等について 

⑥ 非正規職員賃金見直し（富の里補助金財源案）について 

⑦ 慈愛会新ビジョンについて 

    （ク）報告事項 

      ➀ 法人運営委員会報告について   ② 出向研修生の受け入れについて 

      ③ 日本福祉大学サミットについて 

④ 大刀洗町社会福祉法人情報交換会について 

⑤ 辞令交付式（4月1日） 

 

 （２）法人運営委員会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 会議開催（１２回） 

第１回 4月14日 第２回 5月12日 第３回 6月9日 第４回 7月14日 

第５回 8月4日 第６回 9月8日 第７回 10月6日 第８回 11月10日 

第９回 12月8日 第10回 1月19日 第11回 2月9日 第12回 3月3日 

   イ 法人理念の周知と実践 

    （ア）キャリアデザインハンドブックの研修等への活用 

    （イ）公益的な取り組みの遂行と取りまとめ 

      ➀ 社会福祉制度改革へ対応について 

        法人運営委員会の冒頭に常務理事よりこれからの社会福祉法人の在り方、我が国の福祉政策に 
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       ついて、情報提供いただき、委員と共有した。本年度は総理交代もあり新政権へ提出する要望の 

内容や医療福祉の方向性など随時情報をいただきながら共有し備えを行うことができた。 

物価高騰や賃上げ対策、人材不足、社会福祉法人間連携・協業化・ネットワーク化や、環境変化 

に対応する事業転換の必要性などについて共有した。 

   ウ 法人将来構想の展望 

    （ア）大刀洗地区における慈愛園および乳児園の建て替えに伴う状況報告を共有した。 

   エ 慈愛会経営組織の充実 

    （ア）法人組織・経営方針について 

      ①新慈愛会ビジョンの作成プロジェクトチームを立ち上げ作成を開始した。 

      ②ハラスメントについて全職員を対象とした研修・管理職向けの研修を実施し周知を図った。 

（イ）人事考課制度の継続 

    （ウ）働き方改革への対応 

      ➀ 令和７年４月から本格実施し、実践課題などを話し合った。後半は役職者が知っておくべき 

労務管理について研修会を開催した。 

日 時 タイトル 

R7/5/20（火） 社会保険について 

R7/7/16（水）   労働時間について 

R7/8/20（水）   育児休業について 

R7/9/17（水）   労働保険について 

R7/10/15（水）   有給休暇について 

R7/12/17（水）   年金について 

（エ）研修体系構築について（法人研修部会と協力） 

4月 考課者研修・新任職員人事考課研修 

7月 初任者研修 

 リーダー研修（外部研修を受講） 

10月 人事考課研修  新任職員中間フォローアップ研修  

12月 中堅職員ステップアップ研修  法人全体研修会  

1月 新任職員サポーター研修 

2月 新任職員フォローアップ研修 

3月 新任職員（事前）研修 

   オ 安全管理体制の強化 

    （ア）感染対策 

      ➀ ５類となりインフルエンザ同様の取り扱いとなったが、新型コロナ感染症が終わったわけでは 

ない。ウィルスを持ち込むことのないよう、拡散することのないよう、細心の注意を払いながら

業務を遂行した。結果としては、新型コロナ感染症に感染し、特別支援学校に通学されている利

用者様からクラスターとなった。５類に引き下げられたことにより、職員の感染対策が十分とは

言えず終息に時間がかかる施設もあった。感染対策について職員への定期的な注意喚起が必要で

あったことは反省点である。 

      ② インフルエンザやノロウィルスなど感染状況について各施設が定期的に報告し、情報の共有を 

       継続した。 

    （イ）風水害対策 

      ➀ 各施設における災害対策および職員の行動指針について、リスクマネジメント部会を中心に確 

       認、法人内施設で共有し、アップデートした。 

    （ウ）安全管理体制の強化 

      ➀ 福岡県災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）への参画と情報共有 

カ ICT・IoTの活用について 
（ア）各施設からの報告 

（イ）むすぼなAIの活用を各施設で進める 
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   キ 施設報告・部会報告 

（ア）各施設より定期的に報告し、共有した。 

（イ）各部会の会議内容や実施企画について報告し共有した。 

 

 （３）法人全体会（H9.9.1設置） （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 令和7年7月8日（参加職員83名） オンライン開催（Zoom） 

    （ア）理事長挨拶 

    （イ）法人組織及び委員紹介（異動者） 

    （ウ）令和6年度事業報告（理事会報告資料から）              

      ➀ 各施設事業報告 （各施設代表者） 

      ② 法人運営委員会及び専門部会 活動報告（各責任者） 

   イ 令和8年3月3日（参加職員71名） オンライン開催（Zoom） 

    （ア）理事長挨拶 

    （イ）「令和8年度 経営方針（前文（めざす方向）」説明 常務理事 平田直之 

    （ウ）令和8年度 事業計画の概要 

      ➀ 法人運営委員会・各専門部会の取り組み 

      ② 各施設の取り組み（各施設事業計画） 

 

 （４）法人全体研修部会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 令和７年度の方向性 

    （ア）研修部会主催研修の充実 

    （イ）法人研修プログラム及び研修動画の整備 

    （ウ）専門部会との連携 

    （エ）各施設での初任者育成の取組共有とサポーター研修の連携強化 

   イ 具体的方策と具体的取組 

    （ア）研修部会主催研修の充実 

      ① 研修部会主催研修の充実 

       ⅰ 法人新任職員研修の目的・内容の整理と講師と連携 

       ⅱ 法人全体研修会の外部講師での講演の検討 

       ⅲ 法人新任職員研修のプログラム及び研修内容の効果測定 

       ⅳ 交流が深められる研修企画に向けてのアンケート実施 

    （イ）法人研修プログラム及び研修動画の整備 

      ① 研修プログラムの整備 

       ⅰ 人材育成としての意識の向上と目的の明確化 

       ⅱ 法人研修体系構築の整備継続と、より効率的・効果的な実施の推進 

      ② 研修動画の整備 

       ⅰ 動画を使った研修が実施できる体制を整備と効率性の向上 

       ⅱ 法人事務局と連携し人事考課研修・働き方改革に伴う変更点等の動画の整備 

    （ウ）専門部会（栄養士部会、接遇向上委員会、感染症予防委員会）との連携を図る 

       ⅰ 各専門部会との連携推進 

       ⅱ 栄養士部会研修会と活動の充実 

    （エ）各施設での初任者育成の取組共有とサポーター研修との連携強化 

       ⅰ 各施設での初任者育成の取組や工夫点の共有 

       ⅱ 法人新任職員研修と法人サポーター研修との連携の強化 

       ⅲ 各施設での研修会を法人内職員にズーム参加等で共有する仕組づくり 

   ウ 法人研修の実施状況 

（1）令和７年度 新任職員事前研修会 令和7年3月20日・21日・29日 

集合研修（ホテルニュープラザ久留米） 参加者51名 
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（2）考課者研修・新任職員人事考課研修 令和７年4月３～４日 集合研修（聖ヨゼフ園、富の里） 

参加者40名 

令和6年10月1日  オンラインにて実施 参加者13名 

（3）法人初任者研修 令和７年７月15～16日 集合研修（聖ヨゼフ園） 

参加者３１名 

（4）法人中堅職員ステップアップ研修 令和7年12月11～12日 集合研修（聖ヨゼフ園） 

参加者１９名 

（5）法人リーダー研修 県社協開催の研修に必要に応じて参加（各施設で申込） 

（6）新任職員中間フォローアップ研修 ≪キャリア組≫令和7年10月8日 参加者24名 

≪全体≫令和7年10月18日 参加者４６名  

集合研修（聖ヨゼフ園・北野生涯学習センター） 

（7）法人全体研修会 令和７年12月23日 ハイブリット形式で実施  

会場:：小郡文化会館 参加者205名 

オンライン 参加者105名 

（8）新任職員サポーター研修 令和８年1月２３日 集合研修（聖ヨゼフ園） 参加者15名 

（9）新任職員フォローアップ研修会 令和８年2月25日 集合研修（北野生涯学習センター）  

参加者42名 

エ 具体的方策に対する取り組み報告 

（ア） 法人新任職員研修については、随時講師との打ち合わせを実施し、研修目的及び内容の整理を 

図ることができた。法人全体研修会については、2名の外部講師を招き、充実した研修会を開催 

することができた。また、会場についても、小郡文化会館での開催に対し、参加者から良好な意 

見が多く聞かれた。法人新任職員研修のプログラム及び研修内容の効果測定については、次年度 

に向けたプログラム修正に関する協議を5～６回程度実施した。 

（イ） 研修プログラムの整備については、人材育成に対する意識向上及び目的の明確化について取り 

組むことができた。また、法人研修体系構築についても、研修部会メンバーと協力しながら、継 

続的な整備及び効率的・効果的な実施推進に取り組むことができた。 

研修動画の整備については、人事考課研修や働き方改革に伴う変更点等について、法人事務局と 

連携し動画整備を実施することができ、動画コンテンツのストック数についても増加したが、動 

画を活用した研修体制の整備及び実際の活用までには至らず、継続課題となっている。 

（ウ） 専門部会との連携については、継続して取り組むことができた。また、栄養士部会研修会につ 

いても連携を図りながら活動の充実に努めることができた。 

（エ） 各施設における初任者育成の取組や工夫点については、研修部会内で共有を行うことができた。 

一方で、法人新任職員研修と法人サポーター研修との連携強化については十分な実施には至らな 

かった。また、各施設で実施している研修会について、Zoom等を活用し法人内職員へ共有する 

仕組みづくりについても、不十分な結果となった。 

オ 今後の課題 

（ア） 法人新任職員研修については、研修内容及びプログラムの効果測定を踏まえながら、法人が期 

待する職員像に基づいた研修内容の再構築を進めていく必要がある。また、主体的・自律的なリ 

ーダー育成につながる研修内容についても検討を進めていきたい。 

法人全体研修会については、外部講師による専門的な講義について一定の成果が得られたことか 

ら、今後も内容の充実に努めるとともに、職員間の交流が深められる研修企画についても検討し 

ていきたい。 

研修動画の整備については、動画コンテンツの蓄積は進んでいるものの、体系的な運用及び活用 

体制の構築までには至っていないことから、動画を活用した効率的な研修体制づくりを継続して 

進めていく必要がある。 

また、専門部会との連携についても継続しながら、看護師・栄養士・介護支援専門員等を対象と 

した職種別研修の開催及び内容の充実に取り組んでいきたい。 

各施設での初任者育成については、取組や工夫点の共有に加え、法人新任職員研修と法人サポー 

ター研修との連携強化を図るとともに、法人全体の離職率等のデータを基に、各施設における離 
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職防止対策の共有・立案につなげていきたい。 

今後も現在の研修体系を基盤としながら、「法人が目指す職員像」に基づいた能力開発につながる 

研修の充実に努めていく。 

 

 （５）法人サービス評価部会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

ア 令和7年度の活動方針 

    （ア）令和7年度の法人サービス評価部会は、「慈愛会ビジョン2025」の「2 サービスの質の向上」

「および「2025年度 慈愛会 経営方針」に則り、サービスの質を更に向上させることを目指し

て共通の取組みや情報交換を行っていく。 

    （イ）法人内利用者相互交流事業や第三者評価学習会の企画・実施に向けて取り組む。 

    （ウ）法人接遇向上委員会の活動と連携を図り、支援する。 

   イ 具体的方策への取り組み 

    （ア）養育・支援の質の向上 

      ①法人内利用者間交流 

        今年度も各施設の感染症対策状況を踏まえ、9～３月にかけて清心乳児園・清心慈愛園・聖ヨゼ

フ園から高齢者施設へ訪問、利用者・職員が作成した作品を渡し合ったり、利用者さん同士が交

流することができ、たくさんの笑顔を見ることができた。また、制作物作成も５年目となり、各

施設大切に飾っていただいている。次年度は利用者・職員との交流を中心に継続実施していく。 

作品：清心乳児園（カレンダー・メッセージカード）清心慈愛園（フォトフレームとしおり・

くらげのモビール・センザリーボトル）聖ヨゼフ園（ビーズアクセサリー・カレンダ

ー）篠原の里（アクリルタオル） 富の里（カレンダー） 

交流日：清心乳児園 9月 富の里訪問、篠原の里へ制作物渡し 

１月源藤の里こころへ制作物郵送 

清心慈愛園 ９月 聖ヨゼフ園訪問 清心乳児園訪問 

10月 源藤の里こころ訪問 11月 富の里・篠原の里訪問 

聖ヨゼフ園 ３月 富の里・篠原の里・清心慈愛園・清心乳児園訪問、 

源藤の里こころへ郵送 

       ②各施設のサービスの質の向上への取り組み 

（清心乳児園） 

      ⅰ 令和５年度第三者評価受審結果の改善推進。建て替えを見据えて、自己評価や勉強会等を活 

用しながら養育の質の向上に向けた取り組み 

         ⇒改定された項目を中心に自己評価を実施。親子形成支援や意見表明の機会の保障の大切さ 

について再認識する機会となり、権利擁護の観点から日々の養育を振り返り、改善項目へ 

の取り組みへつなげることができた。 

次年度は建て替えに向けてマニュアルや職務基準書の見直し・作成を行い、養育面・業務 

面の基礎作りを行う。また、第三者評価受審に向けた役割分担、スケジュール調整を行う。 

（清心慈愛園） 

 ⅰ令和6年度第三者評価受審結果に基づく取り組みの検討、改善 

⇒受審結果に基づく取り組みの検討までは行うことができたが、改善までは実施できなかっ 

た。マニュアルの項目で評価が低かったため次年度地域小規模児童養護施設のマニュアル 

整備を行う。 

ⅱ利用者アンケート、職員満足度調査の実施 

⇒夏休み期間に入所児３８名を対象にアンケートを実施。結果を集計し、委員会にて分析。 

職員会議にて報告し、各棟の課題として必要な項目は検討を行った。 

11月、職員を対象に職員満足度調査を行った。アンケートを集計し、委員会にて分析し 

職員会議で全体報告を行った。 
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ⅲ年1回職員自己評価、毎月のこども会議の実施 

⇒１月に全職員を対象に自己評価の記入を行った。こども会議は各棟・各ホームにて適宜実 

施。年齢毎にグループ分けをし意見が出やすいように工夫を行った。内容は職員会議で共 

有している。 

（聖ヨゼフ園） 

ⅰ福祉サービス第三者評価を受審し、サービスの向上に繋げる 

⇒令和７年９月２４・２５日（ ２日間 ）で第三者評価を受審。特に大きな指摘は受けてい 

ないが、プライバシーの確保や個性ある環境の確保については、令和８年度の事業として 

利用者全員にカーテンを設置する方針で対応を進めている。また、カーテンの色を選択で 

きる利用者に対しては好きな色のカーテンを設置できるように準備を進めている。 

ⅱ利用者個々の個別支援会議を実施し、日常生活の質の向上についての検討 及び 取り組みの 

実施 

⇒個別支援会議は、各利用者に対して年に２回実施。その中で、日常生活上の支援の検討や 

身体拘束 及び 行動抑制の最小化に向けた検討・対応を行っている。 

（富の里） 

ⅰ利用者満足度調査（各部署）の継続と情報公表。職員へのフィードバック 

⇒利用者満足度調査に関しては、毎年各部署実施となっているため令和 7 年度も実施済み。 

ⅱ結果から取り組める課題への取り組み 

⇒結果については、主任者会議で情報共有を実施。部署で取り組める内容から改善に取り組 

んでいる。 

⇒次年度はアンケート結果の共有だけでなく、報告後の各部署改善の有無（経過含む）等、 

取り組んだ結果の共有等を行うことで他部署への意識にも繋がるよう取り組んでいく。 

（篠原の里） 

ⅰ利用者満足度調査（養護・デイそれぞれに）の継続。 

⇒養護・デイ共に年２回の利用者満足度調査を実施。結果をもとに各部署で取り組み内容を 

検討。 

ⅱ利用者からの意見については、利用者、家族へのフィードバックを実施。 

⇒養護：意見交換会等で利用者へのフィードバック。 

デイ：家族・利用者向けに集計結果と取り組み内容をフィードバック。 

ⅲ施設内委員会において、各部署の課題に向き合いサービスの質の向上を目指す 

⇒養護：業務効率化のために業務日誌の書式・記入方法の工夫について取り組んだ。 

デイ：余暇活動の充実に向けて提供内容や時間の工夫を行なった。 

    （イ）第三者評価に関する取組み 

今年度は聖ヨゼフ園が９月24・25日に第三者評価を受審したので、障がい児の第三者評価の 

勉強会を行った。項目やスケジュールや評価された事項・指摘事項と改善への取組について説明、 

その後施設内・フレフレの見学を行った。第三者評価の評価委員より「法人内で独自に評価を行 

う取り組みを」というコメントもあり、以前部会が行っていた施設間相互評価の必要性について 

部会として検討していく。 

３年前から児童、高齢、障がいの第三者評価及び外部評価受審後の勉強会を実施してきて、受 

審することで見過ごしてしまっている部分が明確になったり、指摘事項の改善に取り組むことで 

よりよいサービスの提供や支援体制の構築に繫がる機会になっていることが各施設の説明から理 

解することが出来た。この取組から学んだことを踏まえ、各施設サービスの質の向上に向けた改 

善に取り組んでいく。 

（ウ）接遇向上委員会の充実 

法人内職員の接遇意識の向上を目的として、接遇ニュースを年２回発行（10月：電話対応、 

3月：接遇自己チェックの公表）、各施設へ掲示した。 

        また、各施設の接遇研修で使える動画作成については「接遇の基本」「挨拶」「言葉遣い」「呼称」 

「対応対応」「ビジネスマナー」の6項目を以前新任職員事前研修で作成した資料を元に音声説 

明つきのパワポを作成した。このパワポと実演を交えて各施設の新任研修で活用していただけれ 
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接遇の基本方針

１．基本的な呼称

２．接遇の基本

３．日常的な挨拶

４．電話対応

５．身だしなみ

６．言葉遣い

合 計

できている〇

あまりできていない△

できていない×

非該当

ばと考える。 

        最後に今年度も法人内全施設の職員対象に接遇自己チェックを実施した。全項目87％は「出 

来ている」と回答しているが昨年度と比較すると７項目中６項目は「出来ている」の割合が若干 

減少する結果になった。委員会として各施設でフィードバック、３月発行の接遇ニュースで法人 

各施設の結果と分析を掲載して接遇の意識が高まるように取り組んだ。 

接遇自己チェックの項目について喫煙場所・みだしなみ等現状に合わない項目も出てきたので 

全項目を見直し、答えやすい文言への変更を実施中。次年度自己チェック前には見直し完了予定 

である。 

    【接遇自己チェック集計結果報告】 

     1．実施年月：2025年10月 

2．実施した法人職員数：419名（前年比16名減） 

清心慈愛園43 清心乳児園58 聖ヨゼフ園199 冨の里78 篠原の里21 こころ20 

     3．法人全体での集計結果 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    4．前年との比較 （ ）は令和4年度→令年5年度→令和6年度 

 出来ている あまりできていない できていない 

接遇の基本方針 9９％（98→99→99） １％（２→1→1） ０％（０→0→0） 

1．基本的な呼称 89％（84→88→93） 10％（15→11→6） 1％（１→1→1） 

2．接遇の基本 89％（87→91→93） 9％（12→8→5） 1％（１→1→1） 

3．日常的な挨拶 87％（81→85→89） 12％（18→14→10） 1％（１→1→1） 

4．電話対応 90％（86→90→94） 8％（12→9→4） 1％（１→1→2） 

5．身だしなみ 98％（98→98→99） 1％（２→2→1） ０％（0→０→0） 

6．言葉遣い 97％（95→97→98） 3％（５→2→2） 0％（０→1→0） 

合計 92％（88→92→94） 7％（11→7→4） 1％（1→１→1） 

 

 （６）法人リスクマネジメント部会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 目的 

     この部会は、各施設でリスクマネジメントの基本的な考え方や具体的なとりくみの情報を共有し協力 

体制をとる。 

   イ 令和7年度の具体的な取り組み 

     利用者の安全安心の確保をはじめ、災害時の各地区、各施設の連携確認とBCPの見直し、各施設と

の情報共有の充実と連携を行い、各施設での取り組みを共有し、連携して継続した実施を行った。 

    （ア）リスクマネジメントの充実 

      ⅰ 総合的リスクに対する対応方法の検討 

       ・ 特にサービス提供、災害、事故を現場におけるリスクとして捉え協議し共有できた。 

       ・ 各施設事故防止委員会等で定期的な検討 
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      ⅱ 福祉避難所としての取り組み 

       ・ 行政との協議と確認（富の里・篠原の里・聖ヨゼフ園） 

    （イ）利用者の権利擁護への取組み 

      ⅰ 職員倫理規程と行動指針の周知 

       ・ 職員倫理規程、各施設版の行動指針を職員へ周知 

       ・ 虐待防止対応マニュアルの見直しと情報共有（各施設） 

       ・ 不適切な行為をなくす対応を検討し、虐待防止につなげる対策の実施（各施設）  

         虐待、権利侵害の根絶に向けての検討と対策の職員周知 

（ウ）利用者の安全安心の確保への取組み 

      ⅰ 災害時、各地区への応援体制の担当者変更等の確認 

      ⅱ 避難訓練の充実 

       ・ 地震、風水害等を想定した避難訓練の実施 

       ・ 消防計画の充実と地域への周知、地域防災計画に沿った協力体制の見直し 

         消防団、消防署との合同防災訓練の計画と実施（年１回の実施）（篠原の里） 

      ⅲ ＢＣＰ（事業継続計画）の充実と確認 

       ・ ＢＣＰの見直し修正 

       ・ 業務フローの作成 

防災備品の整備と確認（各施設の備蓄品の一覧作成と確保日数） 

         BCP義務化に伴う書類整備（各種別で確認） 

       ・ 各施設、洪水の避難確保計画に基づいた訓練の訓練報告書提出（大刀洗地区） 

      ⅳ 防犯対策の取り組み 

       ・ 防犯マニュアルの見直し修正と周知徹底（各施設） 

      ⅴ 遊具、設備等の安全点検の実施 

・ 児童の安全確保に関する計画の見直し（大刀洗地区） 

    （エ）各施設との情報共有の充実と連携への取組み 

      ⅰ 意見・要望等のサービス改善システムの充実 

       ・ 事例検討を通して、情報の共有と意見交換を行った。（部会開催時各施設より報告） 

       ・ 各施設の取組み等の共有 

ウ 課題 

     ・ＢＣＰ対応の訓練の実施に向けた検討（各施設対応・法人としての対応） 

       大規模災害についての各施設での取り組みと情報の共有 

       各施設、各地区の備蓄品の確認と準備 

     ・事故、ヒヤリハットの事例の共有と各施設での取り組みの周知 

 

 （７）法人地域福祉部会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 「社会･地域における公益的な取り組み」に関する広報紙の作成 

    （ア）広報紙（かわら版）の機能強化として事業活動･提供するサービス内容･公益的な取り組みの 

       実施状況等について地域に積極的に発信した。 

      ⅰ かわら版の活用方法 

       ・ 各施設で掲示版に掲示 

       ・ 利用者･家族（園だより等と一緒に送付）･法人･施設内の会議･研修･外部での会議･研修･ 

         実習生･学校や関係機関訪問･行政･社協･公益的な取り組みで関わる方･就職説明など 

       ・紙面に各施設で運営のSNS QRコード掲載で、積極的な広報 

       ・次年度から、広報活動量をデータ化に向けた仕組み作り 

      ⅱ かわら版第19号掲載内容 

・「私たちのことを知ってください！」 施設見学・ボランティア大歓迎（聖ヨゼフ園） 

・海岸線清掃（篠原の里）夏休み中の子ども達との交流（源藤の里こころ） 

・絵本でこどもたちの世界を拡げる（清心慈愛園） 

・子どもたちと一緒に届けた暑中見舞い（清心乳児園） 
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・地域の夏祭り（富の里） 

      ⅲ かわら版第20号掲載内容 

・寄稿；「かわら版20号発行に寄せて」(平田 理事長) 

・地域協働で描く、福祉のカタチ（篠原の里） 

・健康マージャンを通してのコミュニケーション講座（聖ヨゼフ園） 

・住民参加型介護予防活動への参加（源藤の里こころ） 

・地域住民との合同避難訓練（富の里） 

       ・産後ケアでの小さな成長の記録（清心乳児園） 

       ・ランドセルをいただきました（清心慈愛園） 

   イ 法人の経営方針等をもとに、各施設の『社会･地域における公益的な取り組み』の相互支援体制の構築 

      実働しており、且つ支援が必要を必要とする公益的取り組み事業を可視化。今年度は2つの事業で 

協働を実施。 

    （ア）ホームレス支援；篠原の里、聖ヨゼフ園で協働 

   ウ 情報共有 

（ア）各施設の取組み（地域における公益的取組み･ボランティア等）について、実施状況や実施に 

向けた課題や工夫などの情報を相互に共有し、自施設での取り組みの参考とした。 

（イ）上記をもとに部会メンバーの相互参加や連携方法を模索し、取り組みの更なる推進を協議した。 

   エ 社会福祉法人慈愛会 事業分類の更新 

（ア）現状把握を目的に、各施設の事業の再確認を実施。「令和7年度 社会福祉法人慈愛会 事業分 

類」として作成 

 

 （８）法人感染対策部会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 目的 

     法人内施設の感染症発生等における情報の共有および相談を受けて対策について検討助言を行う。 

     また、感染対策に必要な物品の備蓄を行う。 

   イ 方法 

定期的な会議開催 

    （ア）第1回：6月26日 第２回：１０月 第３回：２月 ＊資料報告 

    （イ）必要に応じてメール相談 

   ウ 内容 

1）安心安全で良質なサービスを提供するため利用者の生活環境・利用環境を整備する。 

（ア）感染症予防及び拡大防止のためのマニュアルの見直しを行い、日常業務に落とし込み感染予防対 

策を徹底する。 

ア） 感染症発症したときの初期行動 

ⅰ感染予防および感染症発生時の対策など研修会や会議を通して職員周知することはできた。 

発生時は、その都度相談・報告を受けて対応することはできた。 

      ⅱ標準予防策・接触感染対策を徹底（医療福祉センター聖ヨゼフ園）。 

（イ）感染症等を施設に持ち込まないという意識の醸成と実践のための職員研修及び感染症発生報告を 

実施する。 

ⅰ障害児者施設・高齢者施設ではマスク着用を義務付けしている。 

ⅱ法人内研修会の時は、マスク着用を依頼している。 

ⅲICTによる新任職員研修・園内研修、看護部会議、病棟学習会等で、職員自身を感染症から守る 

PPE着脱指導や感染症の基礎知識など必要な研修を行った。 

ⅳ出勤前に体調確認と、体調不良時は上司に相談し指示を受けるなど感染防止策を講じた。 

（ウ）感染症予防・拡大防止のために必要な消毒薬などの消耗品や機器の点検と整備。 

ⅰ在庫管理等は事務職や外来看護師また材料によっては薬剤師が行う等さまざまであったが、管理 

 は確実に過不足なくできた。 
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（エ）感染の疑いがある者や感染者が発生した場合に備え、感染拡大を防止するゾーニング等の対応方 

法の明記と周知徹底。 

ⅰ感染症発生した時は、速やかに隔離対応をするなど感染拡大しないよう配慮はできた。 

（オ）入所施設居住系事業所においては、平常時から関係機関（行政・保健所・医療機関）との連携を 

図る（予防対策・感染者発生時の対応方法への助言・指導等） 

ⅰ必要に応じて、保健所などに報告相談をしてアドバイスを受けた。 

（カ）感染症と自然災害の併発も想定のうえ、事業継続マネジメント（BCP）に組み込んで事業の休止 

を最小限に抑えるための早期復旧・再開し得る計画を策定し、必要時変更する。 

   ⅰすべての施設において、自然災害・感染症のBCPの策定は出来た。 

（キ）各施設間での感染症発生の情報を共有（法人共有ネットワーク：感染症レポートへの入力）し、 

適切な相互支援を行う。 

      ⅰ施設により入力の担当者や時期は様々であったが、入力はきちんとされていた。 

ⅱ乳児園の感染症（RSV・インフルエンザ等）発生時は、医師や外来看護師よりメールなどで情報 

共有をした。 

  ⅲ年間報告（集計）あり 

2）基本的人権を尊重した、感染対策を実施する。 

    （ア）利用者やその家族等に感染対策の説明（インフォームドコンセント）をその都度行い、理解と同 

意を得たうえで、適切な感染対策を行う。  

   ⅰ感染症発生時は、利用者やその家族に対し、適切に説明し理解を得た。 

ⅱご家族へ病状と隔離の必要性を説明し、症状改善を確認次第、隔離解除を行った。 

（イ）感染拡大のリスクを客観的にとらえ、その変化に応じて多様性や価値観の違いによる差別を根絶 

して、個人情報保護に基づく適正かつ的確な対策を運営する。 

    ⅰ医療福祉センター聖ヨゼフ園では、すべての利用者のご家族や後見人に対して、年1回の担当医 

     師によるインフォームドコンセント（IC）を行っている。IC中で、多剤耐性菌による感染症で個 

室管理が必要になった場合は、利用者とそのご家族（後見人）へ説明をしている。 

  ⅱ感染症罹患者に対して標準予防策に従い、個人防護具を使用して対応している。  

3）サービスの質の向上に寄与する。 

（ア）多様化する感染症の基本的な対策のスキルを習得し、感染拡大を防止するとともに、その対策に 

よって日常生活のサービスの質の低下に繋がらないように、良質な生活環境の確保に努める。 

  ⅰ日常生活の中で、感染症対策に必要な生活制限以外は特に設けていない。     

ⅱ感染症発生時は、職員だけに限らず感染対策について利用者への説明と理解と協力を得た。 

（イ）医療と福祉サービスの両立。 

ⅰ法人内施設の特徴を理解したうえで、医療の視点から標準予防策を行う必要がある。 

4）今後の課題 

（ア）法人感染対策部会の活動 

 

 （９）法人心理士会 （2025年度（令和7年度）事業報告） 

   ア 定例会議の開催（１回/月） ［全12回開催］ 

    （ア）情報交換（事例･心理業務･研修他） 

    （イ）勉強会：各施設の心理業務･園内研修等での講義メニュー･心理士による地域支援 

    （ウ）法人内スーパービジョン：検査所見･困難事例 他 

    （エ）清心慈愛園の園内研修依頼･大刀洗町のWICS依頼 

イ 地域住民を対象とした心理支援の検討・実施 

（ア）大刀洗町療育教室 ［４月～３月 合計12回］ 

        ・大刀洗町内の発達の遅れが気になる幼児および保護者への個別相談及び集団指導 

（イ）大刀洗町特別支援教育推進事業 巡回相談 ［10月～11月 合計4回］ 

        ・大刀洗町内の保育園児･小中学生に対するWISC 

（ウ）大刀洗町５歳児健診 ［9月・11月・1月・3月 合計4回］ 

・.大刀洗町5歳児健診における個別発達評価 
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（エ）大刀洗町親子関係形成事業 

ⅰ.CAREプログラム ［９月 合計2回］ 

・大刀洗町内の子育て中の保護者へ声掛けや遊び方を助言 

ⅱ.「安心感の輪」子育てプログラム ［10月～11月 合計4回］ 

・大刀洗町内の子育て中の保護者へ『ほどよい子育て』を助言 

（オ）ペアレントトレーニング事業（法人独自事業） ［10月～３月 合計20回］ 

・大刀洗町およびその近郊にお住いの子育て中の保護者へペアレントトレーニングを提供 

   ウ 園内研修等への講師派遣（法人内） 

（ア）法人新任職員事前研修(3日目) 

法人全体研修部会より、令和8年度からの法人新任職員研修体系の見直しの中で、法人新任職 

員事前研修(3月30日)の実施依頼を受けた。法人心理士会として、法人の基本理念と大切にし 

たい価値観を基礎とし、「自己理解・他者理解」、「コミュニケーション・連携協働」をキーワ 

ードにしたグループワーク・ディスカッション等を企画・実施した。企画・準備・当日の実施・ 

事後の振り返りまで、役割を分担して全員で取り組んだ。 

（イ）園内研修等 

各施設内での園内研修等に関する派遣依頼はなかった。 

   エ 法人心理士会におけるピアサポート体制の整備と実施（新任心理職のサポートを中心に） 

（ア）新任心理職のサポートの一環として、法人心理士が行う研修等の陪席･見学、定例会議等にてSV 

を実施した。 

オ 法人内における心理的緊急支援 

法人内施設から心理的緊急支援の依頼はなく、過去の実施事例に関して討議した。 

また、今後、心理的緊急支援を実施する際の対応方針について協議した。 

カ 地域支援・地域連携・ペアレントトレーニングに関する外部研修への参加 

（ア）各ペアレントトレーニングにおいて、トレーナー向けの研修や勉強会へ参加し、スキルの定着 

と質の向上に努めた。 

 

（10）法人倫理委員会 

開催日 令和7年  6月30日 

令和7年 7月29日 

令和7年10月28日 

令和8年  1月29日 

[個人情報保護推進員会] 

職員からの臨床研究倫理審査

[個人情報保護推進員会] 

[個人情報保護推進員会] 

 

1件（承認1件） 

 

 令和7年度内計 1件（承認1件) 

職員からの臨床研究倫理審査【H26.3.3～】 申請累計59件（承認59件） 

    ※ 個人情報保護推進員会【法人内（各施設）個人情報の取り扱いの確認】 年度内3回 

 

 （11）災害時の連携・支援による覚書 R3.2.20締結（日本福祉大学提携社会福祉法人） 

 

８ キャリアステージ対応の職員研修の実施 

 （１）人事考課制度関係研修会 

    H17年度から導入した人事考課制度は、より良い運用のため各種取り組みを行った。 

   ア 考課者研修会 

新任考課者研修 令和7年  4月 3日 

集合研修にて実施 

清心慈愛園・清心乳児園・聖ヨゼフ園 

・源藤の里こころ      【計9名】 

   イ 新任職員研修会 

新任職員研修（正規職員） 令和7年  4月  3日 

集合研修にて実施 

清心慈愛園・清心乳児園・聖ヨゼフ園 

  【計28名】 

新任職員研修（正規職員） 令和7年  4月  4日 

集合研修にて実施 

富の里・篠原の里 

  【計4名】 
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新任職員研修（非正規職員） 令和7年10月  1日 

オンラインにて実施 

聖ヨゼフ園・篠原の里・こころ 

【計4名】 

新任職員研修（正規職員） 令和7年10月  1日

オンラインにて実施 

聖ヨゼフ園・富の里・篠原の里 

           【計9名】 

   ウ 昇給コンサル会議 

     令和7年6月19日（木） 

   エ 今後の継続的課題 

    （ア）考課者育成を充分に行い、人事管理で大切な「人材を育てる仕組み作り」を推進 

    （イ）研修体系と整合性を取った人事考課制度の運用 

    （ウ）人事考課制度の目的や必要性についての職員への理解促進の徹底 

 

 （２）初任者研修会（通算参加者272名） 

    第9回 令和7年7月15日～16日 集合開催（聖ヨゼフ園会議室） 参加31名 

 

 （３）リーダー研修会（通算参加者104名） 

    令和7年度は、参加者数（対象者数）から判断し、法人内での実施を見送り。 

 

 （４）中堅職員ステップアップ研修会（通算参加者262名） 

    第12回 令和7年12月11日～12日 集合開催（聖ヨゼフ園会議室） 参加19名 

 

 （５）新任職員フォローアップ研修会 

   ア 令和7年 新任職員中間フォローアップ研修 中途採用者向け 

     第3回 令和7年10月8日 集合開催（聖ヨゼフ園会議室） 参加24名 

   イ 令和7年 新任研修中間フォローアップ研修 

     第17回 令和7年10月18日 集合開催（北野生涯学習センター） 

参加41名 体験談発表者5名 

   ウ 令和7年度 新任職員フォローアップ研修 

     第28回 令和8年2月25日 集合開催（北野生涯学習センター） 参加42名 

 

 （６）マネジメント研修会 

   （H28年度・H30年度～令和7年度は、対象者数等から判断し実施見送り） 

    H27年度～H29年度の参加者（通算20名） 

 

 （７）法人全体研修会     

第27回 令和7年12月23日 ハイブリット開催（小郡市文化会館・Zoom） 

参加者 法人内6施設職員310名（会場参加205名 Zoom参加105名） 

 

 （８）新任職員サポーター研修会（「新任職員サポート制度指針」使用）（通算参加者283名） 

    第15回 令和8年1月23日 集合開催（聖ヨゼフ園会議室） 参加15名 

 

 （９）新任職員事前研修 

    第27回 令和7年度 法人新任職員事前研修 

    令和7年3月20日（木）・21日（金）・29日（土） 参加51名 

    集合研修 会場 1日目 ホテルニュープラザ久留米 

2日目 施設見学（大刀洗３施設及び糸島地区２施設） 

3日目 ホテルニュープラザ久留米 
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９ 地域における公益的な取組 

 （１）生計困難者に対する相談支援事業の実施 

   ア 定款変更（認可日）  平成29年11月15日 

    （ア）事業目的に「生計困難者に対する相談支援事業の経営（第二種社会福祉事業）」を追加 

   イ 事業名 

    （ア）ふくおかライフレスキュー事業 

    （イ）みやざき安心セーフティネット事業 

   ウ サポーター研修受講者（令和7年３月３１日現在） 16名 

      [清心慈愛園4名・聖ヨゼフ園4名・清心乳児園1名・富の里4名・篠原の里2名 

・法人事務局１名] 

   エ 活動実績（令和7年度） 

    （ア）糸島地区（養護老人ホーム篠原の里） 

[支援中の案件0件] [支援金額0円] [支援終結数0件] 

      ① ふくおかライフレスキュー事業 糸島地区連絡会 
 期日 項  目 内  容 参加数 

1 4月18日 第58回糸島地区連絡会  1 

2 6月20日 第59回糸島地区連絡会 

活動の状況報告 

その他（近況報告） 

寄贈品受け取り 

1 

3 8月22日 第60回糸島地区連絡会 
活動の状況報告 

その他（近況報告） 
1 

4 10月24日 福智町社会福祉連携協議会 視察研修 協力・連携や地域支援に向けた学び 1 

5 12月19日 第61回糸島地区連絡会 
活動の状況報告 

その他（近況報告） 
1 

6 2月20日 第62回糸島地区連絡会 
活動の状況報告 

その他（近況報告） 
0 

延べ参加数 5 

      ② 認定就労訓練事業 

        期日 項  目 内  容 参加数 

1 
6月2日 

～ 
 

認定就労訓練（9：00～12：00） 

週5回（月～金） 

施設内（食堂・階段室・談話室）

清掃 
1 

2 
10月2日 

～ 

認定就労訓練（10：00～11：30） 

週３回（火・木・土） 
施設内（浴室・脱衣室）清掃 1 

3 
11月27日 

～ 

認定就労訓練（16：00～17：30） 

週5回（月～金） 

施設内（フロアー）清掃 

施設外（街路樹）剪定等 
1 

      ③ ホームレス支援活動 

目

的 

①公園内で生活されている方が一時的に寒さを忘れ、「あったかさ」を感じれるよう支援 

②公園で生活されている方々へ総合相談活動を行い、自立支援や必要な機関への連絡・調整を支援 

③篠原の里利用者及び慈愛会職員がボランティア活動を体験することによる「自己の振り返り」 

期  日 内  容 場  所 参加人数 内利用者 対象者 

4

月 

28

日 

総合相談支援 

福岡市博多区         

冷泉公園 

13名 1名 
75名 

すいとん汁作り 3名 2名 

5

月 

26

日 

総合相談支援 9名 2名 
90名 

すいとん汁作り 3名 3名 



- 22 - 

 

6

月 

23

日 

総合相談支援 13名 1名 
45名 

すいとん汁作り 3名 2名 

7

月 

28

日 

総合相談支援 10名 2名 
70名 

すいとん汁作り 3名 3名 

8

月 

25

日 

総合相談支援 12名 1名 
50名 

すいとん汁作り 6名 2名 

9

月 

22

日 

総合相談支援 11名 2名 
61名 

すいとん汁作り 2名 3名 

11

月 

3 

日 

総合相談支援 13名 1名 
50名 

すいとん汁作り 2名 2名 

11

月 

24

日 

総合相談支援 11名 2名 
91名 

すいとん汁作り 3名 3名 

12

月 

22

日 

総合相談支援 12名 1名 
46名 

すいとん汁作り 3名 2名 

1

月 

26

日 

総合相談支援 10名 2名 
89名 

すいとん汁作り 3名 2名 

2

月 

23

日 

総合相談支援 10名 1名 
70名 

すいとん汁作り 2名 1名 

3

月 

23

日 

総合相談支援 6名 2名 
86名 

すいとん汁作り 3名 3名 

合 計 166名 46名 823名 

※「食事の提供」については、すいとん汁・ホッカイロ・お茶を提供  

※「食事の提供」とともに毎回健康相談実施。健康手帳を配布、バイタルを記載。 

 

 （２）地域福祉・福祉教育等 

ア きょうだい児支援（聖ヨゼフ園･清心慈愛園･法人事務局） 

    ・進学･進級お祝いメッセージカード、誕生カード送付（12名） 

イ 施設見学の受入れ（聖ヨゼフ園･法人事務局） 

      ・大学･短期大学（1校） 

      ・民生委員･主任児童委員（4地区） 

      ・ボランティアセンター(１地区) 

      ・社会福祉協議会(2地区) 

      ・その他(2団体) 

        福祉施設経営研究会、長崎県児童養護施設協議会、社会福祉法人北勝光生会、ちくしの福祉村      

運営委員 

   ウ 山隈健康クラブ 【介護予防活動】 

      ・活動回数/参加職員数；70回/147人 

   エ だんだん 【大刀洗町居場所支援】 

      ・活動回数/参加職員数；8回/12人 

 

10 障害者雇用に関する取組 

（１）障害者雇用の促進 

   「障害者の雇用の促進等に関する法律」の改正に伴い、障害者の雇用義務履行のため、障害者雇用と

して就労している職員の業務内容把握、また、今後、提供が可能と考えられる業務内容について確認を

行い、障害者雇用の促進に努めた。 
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令和7年度
（実績）

5329.0名 2.7% 30% 96名 78名

※1…週20時間以上の労働者。短時間労働者は×0.5人

※2…除外率適用事業所：清心慈愛園・清心乳児園・聖ヨゼフ園

常用雇用労働者数
（年間）※1

法定雇用率
除外率
※2

法定雇用障害者数
（年間）

法人内障害者雇用
（年間）

（２）年間の障害者雇用状況（令和7年度） 

 

 

 

 

 

 

（３）障害者雇用納付金（令和7年度） 

    法定雇用障害者数より18名不足のため、納付金90万円 

 

11 法人ホームページの運営 

（１）公式ホームページ 掲載画面再構築（令和3年3月19日公開） 

（２）採用サイト 公開（令和6年12月28日） 

 

12 事業所内保育所（きっずるーむ あいあい） 

 （１）許認可等 

   ア 平成25年12月27日（福岡県の「事業所内保育施設運営計画」認定決定通知 受領） 

   イ 平成26年 1月17日（福岡県あて「認可外保育施設設置届出」提出） 

 （２）事業開始    平成26年1月6日 

 （３）管理運営責任者 株式会社アイグラン（広島市西区庚午中1-7-24） 

 （４）保育施設 

   ア 医療福祉センター聖ヨゼフ園3階73.62㎡ 

    （保育室15.90㎡、乳児室25.66㎡、便所1.33㎡、調理室5.65㎡、その他（事務室等）25.08㎡） 

   イ 保育実績 2025年度 延べ1,465名 

    （2024年度 延べ1,725名 2023年度 延べ1,186名 2022年度 延べ1,147名） 

 

13 全国社会福祉協議会との職員研修事業 

 （１）令和2年度 

   ア 全社協への研修派遣 1名（清心乳児園所属職員） 

   イ 全社協（総務部所属）から研修受入 1名 

 （２）令和3年度 

   ア 全社協（国際部所属）から研修受入 1名 

（３）令和7年度 

ア 全社協への研修派遣 1名（法人事務局所属職員） 

   イ 全社協（児童福祉部所属）から研修受入 1名 

 

14 国際貢献事業 

 （１）アジア社会福祉従事者研修生（全国社会福祉協議会）」受入状況 

第30期 1名 平成25年9月12日 

～平成26年1月24日 

フィリピン ホスピシオ  

デ サンホセ 

ソーシャルワーカー（女性） 

第31期 1名 平成26年9月22日 

～平成27年1月21日 

スリランカ ネセック財団 ソーシャルワーカー（男性） 

第32期 1名 平成27年9月29日 

～平成28年1月22日 

フィリピン ネオシモ財団 ソーシャルワーカー（女性） 

第35期 1名 平成30年10月8日 

～平成31年1月18日 

大韓民国 ナレウル   

グループホーム 

ソーシャルワーカー（女性） 

第36期 1名 令和元年10月7日 

～令和2年１月17日 

台湾 桃園家庭扶助 

センター 

ソーシャルワーカー（女性） 
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第37期 1名 令和5年9月28日 

～令和6年１月17日 

タイ ｔｔｂ財団 

子どもと地域開

発センター 

ソーシャルワーカー（女性） 

第38期 1名 令和6年10月8日 

～令和7年１月17日 

タイ ドゥアン・プラ

ティープ財団 

ソーシャルワーカー（女性） 

第39期 1名 令和7年10月2日 

～令和8年１月8日 

台湾 The Garden 

of Hope 

Foundation 

ソーシャルワーカー（女性） 

 （２）韓国学生日本社会福祉研修受入状況 

第１期生 16名 
2000年7月17日～7月24日 

（8日間） 
韓世大学 

第２期生 17名 
2001年7月31日～8月7日 

（8日間） 
韓世大学 

第３期生 18名 
2004年1月26日～2月2日 

（8日間） 
韓世大学 

第４期生 17名 
2004年8月1日～8月8日 

（8日間） 

韓世大学、江南大学、水原女子大学、天安大学、

大真大学、新吉総合福祉館 

第５期生 17名 
2005年7月31日～8月7日 

（8日間） 
韓世大学、江南大学、天安大学、新吉総合福祉館 

第６期生 18名 
2006年7月30日～8月7日 

（9日間） 

韓世大学、江南大学、聖潔大学、淑明大学、新吉

総合福祉館 

第７期生 18名 
2007年7月30日～8月6日 

（8日間） 

韓世大学、江南大学、崇實大学、全北大学、ルー

テル大学、新吉総合福祉館 

第８期生 17名 
2008年7月28日～8月4日 

（8日間） 

韓世大学、江南大学、崇實大学、全北大学、韓国

デジタル大学、新吉総合福祉館、同志社大学 

第９期生 19名 
2010年7月26日～8月2日 

（8日間） 

崇実大学、全北大学、江南大学、ルーテル大学、

九鳳福祉財団、新吉福祉館 

第10期生 19名 
2011年8月1日～8月8日 

（8日間） 

木浦大学、江南大学、韓世大学、全北大学、カト

リック大学、白石大学、新吉福祉館 

第11期生 19名  
2012年7月31日～8月7日 

（8日間） 

崇実大学、江南大学、韓世大学、全北大学、新吉

福祉館 

第12期生 16名 
2014年8月4日～8月11日 

（8日間） 

新吉福祉館、江南大、又松大、南ソウル大、全北

大、崇實大、ルター大 

第13期生 20名 
2016年8月1日～8月8日 

（8日間） 

祥明大、江南大、又松大、三育大、水原女子大、

建国大、南ソウル大 

第14期生 19名 
2017年7月31日～8月7日 

（8日間） 

新吉、祥明大、江南大、建国大、水原女子大、又

松大 

第15期生 16名 
2018年7月30日～8月6日 

（8日間） 

崇実大、祥明大、又松大、水原女子大、北京大、

江南大 

第16期生 16名 
2019年7月29日～8月5日 

（8日間） 

水原女子大、又松大、江南大、ソウル女子大、極東

大、永登浦障碍人福祉館 

合 計 282名   

    備考 2002年：サッカーワールドカップ日韓大会のため中止（学生ボランティア参加） 

       2009年：新型インフルエンザ流行のため中止 

       2013年：聖ヨゼフ園改築工事（新館）の為中止 

       2020年：新型コロナ流行のため中止 



- 25 - 

 

 （３）韓国社会福祉視察研修 

   ア 2004年視察 

    （ア）研修期間   H16年7月24日（土）～26日（月）3日間 

    （イ）視察研修先  大韓民国 ソウル市 

              （新吉総合社会福祉館・児童養護施設 安養保育院・韓国社会福祉協議会） 

    （ウ）参加者10名 （本法人役職員8名、他社会福祉法人2名） 

   イ 2010年視察 

    （ア）研修期間   H22年8月27日（金）～29日（日）3日間 

    （イ）視察研修先  大韓民国 ソウル市 

              （社会福祉士協会・ 新吉総合社会福祉館 

               10周年記念セミナー・研修生との交流会（第1～9期生）） 

    （ウ）参加者12名 （本法人役員7名、学識経験者１名、他社会福祉法人4名） 

 

15 経営組織のガバナンス強化への対応 

 （１）内部監査の実施 

法人事務局職員が対象施設を訪問し、事業執行状況等について内部監査を行った。 

法人事務局については、医療福祉センター聖ヨゼフ園職員が同様に内部監査を行った。 

 実施日 対象施設 実施者 

１ 令和8年4月15日 源藤の里こころ 法人事務局職員 

２ 令和8年5月1日 富の里 法人事務局職員 

３ 令和8年5月1日 篠原の里 法人事務局職員 

４ 令和8年5月14日 清心慈愛園 法人事務局職員 

５ 令和8年5月14日 清心乳児園 法人事務局職員 

６ 令和8年5月19日 医療福祉センター聖ヨゼフ園 法人事務局職員 

７ 令和8年5月19日 法人事務局 医療福祉センター聖ヨゼフ園職員 

 


